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 要 旨 

 

目的：飲酒やマリファナ使用のアイデンティティと、それらの使用状況との関連に保護行動

戦略 (PBS [例：酒合戦回避や、公共の場でのマリファナ使用回避など]) が媒介するかどう

か検討した。 

方法：米国の 3つのデータセット (①：2大学の学生で多量飲酒者 605人を対象とした介入

研究、②：大学生を対象としたマリファナ使用に関する多施設横断研究［9大学，N=2,077］、

③：一般成人を対象とした物質使用のオンライン調査 [分析対象：飲酒者 369人とマリファ

ナ使用者 146人]) を用いた。飲酒・マリファナの使用状況として、使用頻度、量、および使

用による問題について評価した。また、飲酒やマリファナ使用のアイデンティティは、喫煙

自己概念尺度修正版 5 項目 (例：飲酒 / マリファナは私の自己イメージの一部です) によ

り、飲酒とマリファナ使用の PBS は、それぞれ 15 と 17 項目のスケールで評価した。媒介

分析は、年齢と性別を共変量とし、最小二乗法と負の二乗回帰フレームワーク内で実行した。

間接効果は、モンテカルロ信頼区間により評価した。 

結果：飲み方に関する PBS (MOD PBS) は、飲酒のアイデンティティと飲酒量および飲酒

関連問題との関連の有意な媒介変数であった。飲酒者としての自己認識が高いことは、低い

レベルの MOD PBS、飲酒量の多さと関連した。マリファナ PBS は、マリファナ使用のア

イデンティティと使用状況との関連の媒介変数であった。マリファナ使用の自己認識が高い

ことは、低いレベルの PBSと関連し、さらにマリファナ使用状況と関連した。 

結論：本研究結果は、飲酒やマリファナ使用の関連問題の軽減に役立つ可能性がある。 
 


